
 十八親和銀行（取締役頭取 山川 信彦）が2023年10月24日に開始した『JSB新規事業創出プログラム 2023』において、

下記の参加企業の4社が新規事業案の実証実験を共同で行うスタートアップ企業を選定いたしましたので、お知らせいたします。 

 また、本事業における成果報告会を、2024年6月27日（木）に開催いたします。成果報告会では、協業先のスタートアップと共

に企画検討や実証実験を行った内容を報告いたします。 

 当行では、各種機関、行政等と連携して、長崎県における新規事業創出の機運を高め、本プログラム終了後も引き続きご参加

企業のプランの事業化を全力でご支援し、地域経済の活性化に取り組んでまいります。 
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～『JSB新規事業創出プログラム2023』～ 

実証実験の協業先スタートアップ企業の選定ならびに成果報告会の開催について 

ご参加企業(五十音順) テーマ/協業案 実証実験の協業先 

株式会社岩㟢紙器 

ペット用品に特化したパッケージサービスの開発 複数のスタートアップと協業 

商品パッケージ（紙箱）イメージの自動生成機能開発 合同会社Solashi Japan 

協和機電工業株式会社 

スマートフォンとAIを利用したミニトマトの収穫量予測 株式会社LAplust 

安全帯フック使用管理アプリ 株式会社Momo 

NITTOKU株式会社 

飼い犬・猫または飼い主の健康状態を把握できる
Bluetooth首輪・アプリ開発 

非公表 

外部情報を用いた迷子探し支援システムの機能向上 非公表 

丸髙商事株式会社 

自社店舗を含む美観維持システムの構築 
～地域密着型の清掃事業の立ち上げ～ 

株式会社くうかん 

受発注システムを活用した生鮮食品デリバリー事業 
～地域の事業者様の食材調達の手間を省きます～ 

CO-NECT株式会社 

１．参加企業の「テーマ/協業案」※参加企業名、実証実験の協業先スタートアップ企業名はともに五十音順】 



【プログラムのスキーム図】 

 

 本プログラムは、長崎県内の地域中核企業の革新的ビジネスおよび新たなサービスの創出を目的としており、
十八親和銀行、KPMGジャパン、ユニッジが、参加企業の事業プランの策定からスタートアップとの協業案の 
実証実験まで、一気通貫でサポートしています。 

２．成果報告会 概要 

※当日、成果報告会の模様を現地にてご覧になりたい方は、事務局までお問い合わせください。 

３．本プログラム 概要 

日 時 2024年6月27日（木）14時00分～17時00分 

場 所 十八親和銀行 本店10階会議室（長崎市銅座町1-11） 

参 加 企 業 

（五十音順：敬称略） 

株式会社岩㟢紙器 

協和機電工業株式会社 

NITTOKU株式会社 

丸髙商事株式会社 

主 催 十八親和銀行 

共 催 KPMGジャパン 

協 力 株式会社ユニッジ 

後 援 長崎県、長崎市、諫早市、大村市、波佐見町 

《 本件に関するお問合せ先 》 

事務局：十八親和銀行 地域振興部 担当：山下・浜里 

TEL 095 – 828 – 8150 


